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径は 70 mm であり，実機サイズの 1/3 のサイズである．図 2 に使用したラム燃焼器用ミキサーモ
デルを示す．このミキサーはローブ型ミキサーと呼ばれるタイプの形状を持っており，襞状の端
部から縦渦を発生させ混合を促進させる．この風洞試験用のミキサーは，本学のものづくり基盤
センター内にある，3 次元造型機で製作した．図 3 には，実験に使用した回流式低速風洞の概観
を示した．この風洞の測定部は 300 mm×300 mm のサイズを持っており，風速は最大 30 m/sec
に達する． 
 














口酸素濃度分布，３）窒素ガス流量 の 3 項目である．Pitot 管はベルマウス入口部に 1 ヶ所と，
模擬ラム燃焼器の出口に 5 ヶ所設置した．更に Pitot 管設置位置での，模擬ラム燃焼器部の静圧
を計測した．図 4 にミキサー出口での Pitot 管設置箇所を示す．ミキサー出口の Pitot 管は，ミキ
サー後端から 56 mm の位置に設置した．それらの位置は中央に 1 ヶ所と，半径 28 mm の箇所に









 低速風洞試験では，ミキサー出口における混合性能と流速分布を計測した．  
図 5 に速度分布の例を示す．この速度分布結果はミキサー無しで取得したデータであるが，出口
中央部での速度は，他の 4 ヶ所の速度よりも大幅に下がっていることが分かる． 
 
図 5 ミキサーなしの場合の流速-窒素ガス流量の関係 
 
図 6 ミキサー有りの場合の酸素濃度時間履歴 
 
図 6 に酸素濃度の時間履歴を示す．酸素センサーは 1 台しかないので，試験ごとに計測点を変

























































図 7 ベント管内部流れの CFD 解析例 
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